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本稿は、簡易水道の上水道への切替までの経過及び

ブースターポンプ採用に至るまでの過程について考察

をしたものである。 

 

2. 簡易水道の上水道への切替経過 

 

和泉市上水道事業は、昭和 28年４月１日に計画給水

人口 19,200 人、計画一日最大給水量 3,450 ㎥で創設事

業の認可を受け、昭和 30年９月から給水を開始した。

九鬼簡易水道においては、市内で最古の簡易水道で、

昭和 32年に給水を開始しており、施設の老朽化が懸念

事項であった。 

平成 19年度に「水道におけるクリプトスポリジウム

等対策指針」が示され、水道水の濁度が 0.1 度を超え

る場合は、紫外線処理設備を導入する必要があり、施

設改修が困難であることから、喫緊の課題である簡易

水道の上水道への切替について、地元町会との調整を

平成 21年度から、本格的に開始した。 

 

（主な課題） 

・施設の老朽化（平成 28年度末で築 60年） 

・水圧不足(水源池と高台の民家の高低差が少ない） 

・消火用水が不足（貯水量が最大 43㎥） 

・大雨による飲用制限 

・施設への侵入防止が困難 

・クリプトスポリジウム等対策 

・料金改定（簡易水道より料金アップ） 

・地元住民にとって愛着のある九鬼川（水）から上

水道への切替に対する理解 

 

 

（主なメリット） 

 ・地元住民の築造費用の負担軽減 

（簡易水道の建替は全額受益者負担） 

・安定した水道水圧の確保 

 ・消火用水の確保 

 ・クリプトスポリジウム等の混入防止 

 ・大雨による飲料制限がなくなる 

 

 当初は、地元住民の九鬼川（水）への愛着が強く、

門前払いの状態であった。しかしながら、近年は、ゲ

リラ豪雨、台風等の大雨により、ろ過池に大量の土砂

が流れ込む等の被害により、平成25年９月に10日間、

平成 26 年８月に７日間と飲用制限が長期間に渡るこ

ともあった。 

 地元説明会等で、主な課題、メリットについて、丁

寧に説明することにより、徐々に地元住民に理解が得

られるようになり、平成 27年度末には、簡易水道の上

水道への切替について賛同を得て、確認書の取り交わ

しを行った。 

また、地元調整と並行して、平成 26年度に高区配水

区域計画を策定し、当該区域内における施設の統廃合、

及び九鬼簡易水道を上水道へ切替する上での配水ルー

ト、配水方法の検討を行った。 

 

3. ブースターポンプ採用に至る経過 

 

九鬼町に仏並配水場から自然流下で配水するには、

高低差が不足しており、地区全体の水圧を確保するた

めには、給水エリアの起点にポンプを設置し、加圧す

る必要があり、計画でも用地を確保する予定であった

が、土地所有者の理解が得られず、用地取得に行き詰

っていた。 

代替策を模索していたところ、インターネット、ポ

ンプメーカー等の情報で、奈良県桜井市にて道路占用

型のブースターポンプを採用していることを知り、平

成 27年 10月に現地視察を行った。 

視察の結果、運転中のポンプの騒音、振動等が地上

からは感じられず、また、車両等が円滑に通行できる

ように路肩部分に制御盤等が設置されていることを確

認できた（図図図図----4444参照）。 

この事例を参考にして、道路占用型のブースターポ

ンプの設置可能な場所を検討することにした。 
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当初設計では、メンテナンス時の安全性を考慮の上、

盤扉を既設ガードレール側で開閉し、保護用に盤裏面

側にガードレールを新設する予定であった。 

しかし、盤の出幅を最小限（既設ゴミ箱の出幅内）

にするよう地元から強い要望があり、再検討の上、折

衷案として、盤保護用のＵ字バリカを脱着式とし、盤

の設置を 180 度回転させ、なんとか、最少スペースの

道路占用とすることができた（図図図図----9999参照）。 

 

 

 

図図図図----9999    完成写真（地上）完成写真（地上）完成写真（地上）完成写真（地上）    

    

電気設備工事（配管、配線等）は、現場施工とし、

湿気による防錆対策として、配管はビニル管とし、プ

ルボックス、支持金物は、ステンレス製とした（図図図図----10101010

参照）。 

    

 

図図図図----11110000    完成完成完成完成写真写真写真写真（ユニット内部）（ユニット内部）（ユニット内部）（ユニット内部）    

    

    

    

設計当初、ユニット内部の浸水対策として水抜き穴

を設けていたが、掘削したところ、湧水が見受けられ

たことから、取止めした。 

ユニットの接合部及び鉄蓋は、防水仕様となってい

るが、水位計を設置し、万が一の浸水時に警報が出る

ようにした。 

 

4. おわりに 

 

簡易水道の上水道への切替において、地元住民にと

って愛着のある九鬼川（水）から上水道への切替に対

して理解を得るのに時間を要したが、平成 30年９月４

日の台風被害（倒木及び電気引込柱転倒 図図図図----11111111 参照）

を目の当たりにして、切替完了後でよかったとほっと

しているところである。 

 

 

    

図図図図----11111111    台風台風台風台風 22221111 号による倒木号による倒木号による倒木号による倒木    

 

また、上水道への切替を機に九鬼町の給水状況をテ

レメータで遠隔監視が可能となり、夜間水量の変化か

ら早期の漏水発見につながり、地元住民から感謝され

る事例もあった。 

 

地下埋設型のブースターポンプ設置要件として、 

・道路占用物（汚水桝、雨水桝、水道管、下水

道管、ガス管等）が障害にならない 

・地上での制御盤設置が可能 

・交通量が少ない 

・道路占用許可 

等の条件が整えば、本市の実例も含め、取り得る手法

の一つと考えられ、参考にして頂ければと思うところ

である。 

 

九鬼簡易水道（配水池） 


